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[各常任委員会より６月定例会主要議案等報告] 

一般行政報告書の説明 
南会津町税条例の一部を改正する条例 
会津町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 
 

Q１ 毎年高齢化が進む。来年も保険料が上がるのか。 

A１ 来年も上がると文教厚生委員会では説明を受けている。どの程度に抑えるかが勝負だ。 

１９年度と２０年度を比較すると国県からの補助が単純に４５００万円減した。町だけでは

どうこうしてみようがない。町として医療費１億円減の目標を掲げている。そのためのメタ

ボ健診でもある。 

 

[自由討論] 

 

Q２ 過疎化が進み、仕事がない中で、口座から引き落とすことばかり。町民は苦しんでいる。 

役人はいいけれど、それなりに一般住民に仕事を作ってやらなければならないのではないか。

仕事があれば口座引き落としもやむを得ない。議員側として雇用創出対策はあるのか。 

A2 明確な答えがでているわけではない。産業建設委員会の秋田県の視察事例を報告。 

企業誘致を議会としても独自運動をしなくてはと思っている。 

   

Q３ 県道田島黒磯線の早期開通を。県道になったら集落から３ｋｍ行ったところでストップ。 

山菜とりも何もできない。 

A３ 県道に昇格されてから動きが止まってしまった。陳情効果を上げる策を練っている段階

だ。巻き返しを図って生きたい。今後、双方で交流し、運動を盛り上げていきたい。 

 

 

Q４ さる被害対策を望む。５群が存在する。 

A４ ７月２８日 農林課で古今・中荒井への説明会を開催した。地区の取り組みに最高５０

万円までで100％、個人は最高５０万円までで申請した額の８０％まで補助する。説明会を開

催できるよう農林課につなぎます。 


